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私は、保育園で西日本新聞、自宅で毎日新聞を購読しています。ス

マホで情報を入手する人が大半を占めるご時世ですが、やはり（紙

の）新聞は欠かせません。２紙をじっくり読むと、かなりの時間が必

要になりますが、ページをめくっていくと、政治、文化、スポーツなど、いろいろなジャンルの記事に出

会うことができます。また、

地方紙と全国紙の報道の

仕方も比較ができます。 

時には２紙以外の新聞

も読んでみようかなと思

い、手にしたのが朝日新聞

（4 月 29 日付朝刊）でし

た。朝日新聞の一面には名

コラム「天声人語」があり

ます。600字くらいの文章

は、いつも名文で、感心さ

せられます。そして次の 2

面へ。ここには、現在話題

となっている人物を紹介

する「ひと」という欄があ

ります。「非行の経験を生

かして暴力団組員を研究・

取材する作家」というタイ

トルに興味を惹かれまし

た。しかし、惹かれるだけにとどまりませんでした。顔写真を見た時、「どこかで見たことのある顔だなあ」

とまず思い、次に名前を見て、「あっ！」と思わず声が出ました。その

名前は、「廣末登」さん。2年前、（私が属している）早良保護区保護司

会のメンバーになられ（今は他の区の保護司ですが）、その時私は、年

に２回発行する保護司会の機関誌（「更生保護さわら」）制作を担当して

いて（現在進行形ですが）、「新任保護司のあいさつ」というコーナーに

廣末さんに書いてもらったことがありました。 

その廣末さんが、地方紙でなく全国紙の「ひと」の欄に登場している

のに驚きました。本文を読むと、「福岡市出身。『ヤクザと介護』などの

本や論文を執筆し、保護司として就労支援もする」と書かれていまし

た。保護司という社会の表舞台になかなか登場しない仕事をよくぞ取

り扱ってくれたと思いました。 

 廣末さんは著書も多く出されています。一番入手しやすいのは、『ヤ

クザになる理由』（新潮選書 2016年）、『だからヤクザを辞められない』

（新潮選書 2021年）の 2冊でしょうか。ぜひ、ご一読ください。 
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